




 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 最新の MRI 解析技術による詳細な体積変化解析の結果（A, B）正常マウスとレット症候群

モデルマウスの脳内領域の抽出結果。（C-G）大脳皮質体性感覚野の複数の特定領域や嗅内野の特

定領域の顕著な体積減少が見出された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. 正常マウスとレット症候群モデルマウスの左右差解析の結果 （A, B）正常マウスとレット

症候群モデルマウスの左右差解析により症状と関連する複数の脳領域の異常な左右差の体積変化

が見出された。 

 

 

【成果の意義】 

MRI 技術により、レット症候群モデルマウスにおいてこれまで報告されていなかっ

た新規の脳領域の変容を特定することができました。MRI は臨床現場でも広く普及し





 

＜研究者一覧＞ 

国立大学法人東海国立大学機構  

名古屋大学大学院理学研究科附属ニューロサイエンス研究センター  

脳機能発達制御学グループ 

辻村啓太 (名古屋大学高等研究院 発達障害革新研究開発ユニット 兼任) 

赤羽裕一 (旭川医科大学より出向) 

 

国立大学法人東海国立大学機構 

名古屋大学大学院医学系研究科 障害児(者)医療学寄付講座 

夏目淳、鈴木健史 

 

国立大学法人千葉大学大学院医学研究院 小児病態学 

塩浜直、澤田大輔 

 

公益財団法人実験動物中央研究所 ライブイメージングセンター 

小牧裕司、関布美子 

 

国立大学法人旭川医科大学医学部 小児科学講座 

高橋悟 

 

Harvard Medical School Massachusetts General Hospital Radiology 

 (ハーバード大学医学部マサチューセッツ総合病院 放射線学) 

Emi Takahashi,Alpen Ortug 

 

学校法人順天堂大学医学部 放射線医学教室 

青木茂樹、下地啓吾、鎌形康司、内田航 

  


